
所

報

一
九
九
四
年
一
月
か
ら
一
二
月
末
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
所
の
主
要
な
活
動
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1 

機
構
お
よ
び
人
事

ω
所
員
総
会

－
第
六
三
固
定
例
所
員
総
会
（
六
月
一
一
目
、
神
田
校
舎
八
C
会

議
室
）議

事

ω柴
田
弘
捷
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶

の
あ
と
、

ω第
六
二
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、
研
究
参
与
、
特
別

研
究
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
三
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
九
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
八
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た
研
究
経
過
報

告
書
〈
春
の
総
会
で
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
〉
が
回
覧
さ
れ
、

同
一
九
九
四
年
度
事
業
計
画
案
が
、
年
報
へ
の
応
募
原
稿
枚
数
が
予
定

枚
数
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、
追
加
募
集
を
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と

の
了
解
の
う
え
で
了
承
さ
れ
、
実
行
予
算
案
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
本
年
度
は
研
究
助
成
に
関
し
て
は
個
人
研
究
を
五

件
、
新
規
グ
ル
ー
プ
研
究
A
を
四
件
助
成
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
ま

た
従
来
ど
お
り
、
春
夏
二
回
の
合
宿
・
集
中
研
究
会
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

報
告
の
な
か
で
、
編
集
担
当
か
ら
、
月
報
の
原
稿
が
不
足
気
味
な
の

で
積
極
的
に
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
発
言
や
、
会
計
担
当
お
よ
び

会
計
監
査
か
ら
、
個
人
研
究
や
グ
ル
ー
プ
研
究
に
お
い
て
内
規
ど
お
り

の
会
計
処
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ケ
1
ス
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
ま
た
討
論
の
な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
関
係
の
備
品
の
管
理
を
き
ち
ん

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
文
献
資
料
費
の
支
出
の
内
訳
を
も
う
少
し
詳

し
く
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
定
例
研
究
会
に
お
い
て
も
っ
と
も

多
様
な
報
告
者
に
報
告
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

本
総
会
で
は
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
社
研
規
程
・
細
則
・
内
規
の
整

備
に
つ
い
て
所
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
討
論
の
う
え
規
程
と
細
則
に
つ

い
て
は
採
決
し
、
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
は
全
員
の
賛
成
で
、
細
則
の

改
正
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
（
資
料
1
参
照
）
。
な
お
内

規
に
つ
い
て
は
改
正
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。
規
程
の
改
正
に
よ
り
、

①
三
部
制
が
廃
止
さ
れ
、
②
所
員
は
専
任
教
員
に
限
定
さ
れ
（
所
外
研

究
員
・
研
究
参
与
・
特
別
研
究
員
は
、
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成
の
資
格
要

件
と
な
る
所
員
の
人
数
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
研
究
メ
ン
バ
ー
に
な
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
可
③
部
長
お
よ
び
経
済
学
部
長
が
運
営
委
員
か

ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
細
則
の
改
正
に
よ
り
、
＠
四
年
ご
と
に

所
員
継
続
の
意
思
を
確
認
し
、
継
続
の
意
思
表
示
が
な
か
っ
た
所
員
に
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つ
い
て
は
、
本
人
の
意
思
を
確
認
の
う
え
所
員
を
解
嘱
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
⑤
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成
に
つ
い
て
も
、
助
成
終
了

後
三
年
以
内
に
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
、
ま
た
⑥
「
社
会
科

学
研
究
畿
審
」
刊
行
の
義
務
を
負
う
特
別
研
究
助
成
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
特
別
研
究
助
成
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
続

け
第
六
三
回
総
会
に
岨
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
正
さ
れ
た
規
程
お

よ
び
細
則
の
う
ち
、
③
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

2

第
六
四
固
定
例
所
員
総
会
〈
一
二
月
三
目
、
生
図
校
舎
第
六
会

議
室
）議

事

ω池
本
正
純
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶

の
あ
と
、

ω現
在
の
運
営
委
員
お
よ
び
非
常
勤
講
師
の
所
員
の
任
期
を

九
五
年
三
月
ま
で
延
長
し
た
い
と
の
所
長
提
案
が
了
承
さ
れ
（
第
六
三

回
総
会
で
規
程
が
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
経
過
措
置
を
と
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
総
会
で
了
承
を
得
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
）
、

ω第
六
三
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、

研
究
参
与
、
特
別
研
究
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
同
一

九
九
四
年
度
事
業
経
過
報
告
、
実
行
予
算
経
過
報
告
、
事
務
局
活
動
報

告
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
七
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
三
グ
ル
ー
プ
か
ら

メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
て
研
究
経
過
が
報
告
さ
れ
（
四
グ
ル
ー
プ
は
文
書

報
告
〉
、
続
い
て
伸
一
九
九
五
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
要
求
予
算

案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
九
五
年
の
三
月
一
五
日

か
ら
二
一
日
に
か
け
て
、
中
国
を
訪
問
し
て
北
京
お
よ
び
上
海
の
企
業

を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
あ
ら
た
に
特
別
研
究
助
成
一
件

一
O
O万
円
の
研
究
助
成
が
承
認
さ
れ
た
（
こ
の
特
別
研
究
幼
成
の
対

象
と
な
る
の
は
、
所
員
三
名
以
上
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
研
究
会
で
あ

り
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
三
年
を
限
度
と
し
て
毎
年
一

O
O万
円

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
助
成
を
受
け
た
グ
ル
ー

プ
は
、
助
成
終
了
後
二
年
以
内
に
研
究
成
果
を
「
社
会
科
学
研
究
叢

書
」
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
三

こ
の
特
別
研
究
助
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
社
会
科
学
研
究
懇
書
」
を

ど
こ
か
ら
出
版
す
る
の
か
、
議
奮
の
ス
タ
イ
ル
を
統
一
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
助
成
の
応
募
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
、

あ
ら
た
な
申
請
書
類
を
事
前
に
作
成
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
他

の
研
究
助
成
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま

た
、
研
究
助
成
と
は
別
に
出
版
助
成
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
叢
書
に
つ
い
て
は
、
専
修
大
学
出

版
局
か
ら
の
刊
行
も
考
え
ら
れ
る
の
で
さ
ら
に
つ
め
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
他
の
指
摘
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
事
務
局
で
具
体
化
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

特
別
研
究
助
成
以
外
で
は
、
定
例
研
究
会
は
活
発
に
聞
か
れ
た
も
の

の
、
参
加
者
が
少
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ
れ
、
編

集
担
当
か
ら
、
年
報
の
原
稿
が
不
足
し
た
の
で
原
稿
を
追
加
し
た
こ

と
、
月
報
の
原
稿
が
こ
の
と
こ
ろ
不
足
気
味
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
月
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
討
議
し
た
が
、
月
報
の
原
稿
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
所
員
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
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れ
る
の
で
、
原
稿
を
積
極
的
に
募
る
こ
と
に
し
た
。
続
い
て
、
一
一
月

に
実
施
さ
れ
た
所
員
の
再
登
録
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

が
報
告
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た
所
員
は
一
三
七
名
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
六
名
の
所
員
は
、
九
五
年
四
月
以
降
も
社
研
の
所
員

を
継
続
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
あ
わ
せ
て
所
員
の
専
攻
分
野
と
現
在
関
心
を
持
っ
て
い
る
研
究
テ
！

？
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
が
、
こ
の
情
報
は
社
研
の
研
究
活
動
の
活
性
化

に
役
立
て
う
る
も
の
な
の
で
、
年
報
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
掲
冊
以
す
る
方
向
で
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
〈
資
料
2
参

照）。最
後
に
、
次
期
の
所
長
、
事
務
局
長
、
会
計
監
査
委
員
の
選
挙
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
選
察
の
結
果
、
次
期
の
所
長
に
は
泉
武
夫
所
員
〈
経
）

が
、
事
務
局
長
に
は
津
野
徹
所
員
〈
経
）
が
、
会
計
監
査
委
員
に
は
平

川
東
亜
所
員
（
経
）
が
選
出
さ
れ
た
。

(2) 

運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
構
成

報

ω
一
九
九
四
年
度
の
運
営
委
員
会
は
、
所
長
麻
島
昭
一
所
員
、
事

務
局
長
高
橋
佑
吉
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二
部
長
加
藤

佑
治
所
員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
以
上
第
六

O
回
総
会
で
選

出
）
、
経
済
学
部
長
西
岡
幸
泰
所
員
、
前
事
務
局
長
泉
武
夫
所
員
の
ほ

か
に
、
矢
吹
満
男
所
員
（
経
〉
、
古
川
純
所
員
（
法
）
、
奥
田
和
彦
所
員

（
営
〉
、
大
西
勝
明
所
員
（
商
〉
、
柴
田
弘
捷
所
員
（
文
〉
の
一
一
一
所
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
研
究
所
の
規
程
の
改
正
に
と
も
な
い
、
三
部

所

長
お
よ
び
経
済
学
部
長
が
運
営
委
員
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
経
過
措
置
と
し
て
運
営
委
員
と
し
て
の
任
期
は
九
五
年
三
月
ま
で

継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω
事
務
局
は
、
麻
島
所
長
、
高
橋
事
務
局
長
、
浅
見
和
彦
所
員

（
財
政
担
当
〉
、
作
間
逸
雄
所
員
、
狐
崎
知
己
所
員
、
福
島
義
和
所
員
、

森
川
幸
一
所
員
、
川
村
晃
正
所
員
ハ
以
上
研
究
会
担
当
〉
、
加
藤
浩
平

所
員
、
鈴
木
直
次
所
員
、
大
橋
英
夫
所
員
〈
以
上
線
集
担
当
）
、
嶋
根

克
己
所
員
、
加
藤
浩
平
所
員
（
兼
任
）
（
以
上
文
献
資
料
担
当
〉
、
吉
田

雅
明
所
員
〈
パ
ソ
ヨ
ン
担
当
〉
の
一
一
一
一
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。

室
井
義
雄
所
員
の
留
学
に
と
も
な
い
、
孤
崎
知
己
所
員
に
六
月
一
日
付

け
で
研
究
会
担
当
事
務
局
員
を
委
嘱
し
た
。
作
間
逸
雄
所
員
は
一
一
月

末
を
も
っ
て
事
務
局
員
を
辞
任
さ
れ
た
。

(3) 

所
員
・
研
究
参
与
等
の
異
動

ω
所
員
柴
田
敏
夫
、
杉
本
監
美
〈
以
上
法
〉
、
中
村
平
治
、
西

川
正
雄
、
河
澄
宏
、
近
江
士
口
明
、
玉
水
俊
哲
（
以
上
文
）
の
七
氏
に
六

月
四
日
付
け
で
、
河
東
東
雄
、
真
殿
誠
志
（
以
上
経
〉
の
ニ
氏
に
一

O

月
七
日
付
け
で
、
夷
谷
広
政
（
商
）
氏
に
一
一
月
一
一
六
日
付
け
で
、
そ

れ
ぞ
れ
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
員
を
委
嘱
し
た
。

ω
研
究
参
与
字
高
基
輔
研
究
参
与
は
四
月
一
一
一
二
日
に
逝
去
さ
れ

た。

ω
所
外
研
究
員
江
口
英
一
、
真
保
潤
一
郎
、
岨
常
次
郎
、
長
幸

男
の
四
氏
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
四
月
一
日
付
け
で
引
き
続
き
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所
外
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。

ω
特
別
研
究
員
高
梨
健
司
氏
〈
尊
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
）
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
四
月
一
日
付
け
で
引
き

続
き
特
別
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
第
六
回
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
一
五

八
名
、
研
究
参
与
は
一
八
名
、
所
外
研
究
員
は
四
名
、
特
別
研
究
員
は

一
名
と
な
っ
た
。

2 

研
究
調
査
活
動

(1) 

定
例
研
究
会

ω
一
月
八
日
（
土
〉
一
一
一
一
時
三

O
分

l

神
田
社
研

テ
ー
マ
「
生
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
現
場
管
理
問
題
t
1
6
ド
イ

ツ
に
お
け
る
経
験
」

報
告
者
平
沢
克
彦
氏
〈
日
本
大
学
）

。
日
・
米
・
欧
に
お
け
る
企
業
行
動
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催

ω
二
月
一

oa
（
木
）
一
一
時

t
神
田
社
研

テ
！
？
「
応
用
一
般
均
衡
分
析
に
つ
い
て
」

報
告
者
小
平
裕
氏
ハ
成
就
学
園
大
学
〉

討
論
者
野
口
旭
所
員

。
国
民
経
済
計
算
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催

ω
四
月
二
三
日
（
土
）
一
一
時
J

神
国
八
B
会
議
室

「
一
九
九

O
年
I
O
に
お
け
る
消
費
税
の
取
扱
い
に
つ
い

て」

報
告
者
黒
田
昌
裕
氏
（
慶
応
大
学
）

。
国
民
経
済
計
算
研
究
グ
ル
ー
プ
〈
一
九
九
三
年
度
助
成

B
〉
と

共
催

テ
！
？
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ω
五
月
七
日
〈
土
）
一
四
時

l

神
田
一
二

A
会
議
室

テ
！
？
「
〉
丈
伺
岡
田
闘
再
定
相

m
a
g
－O而

〈
乱
。
司

B
S
H
ハ
も
う
ひ
と
つ

の
農
村
開
発
）
」

報
告
者
室
細
切
5
8
g
r
E
B
ω
m男
〉
吋
〉
Z
〉
ハ
タ
イ
政
府
投
資

委
員
会
事
務
局
〉

共
同
報
告
者
石
村
修
、
大
谷
正
、
木
幡
文
徳
、
合
川
純
所

員

。
人
文
科
学
研
究
所
と
共
催

伺
玄
月
二
八
日
（
土
〉
一
四
時

t
神
田
社
研

テ
！
？
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
に
つ
い
て

l
｜
盟
国
間

r
e
s
－s

o
g
z
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」

報
告
者
前
回
政
宏
所
員

制
七
月
二
臼
ハ
土
〉
一
四
時

t
神
田
社
研

森

宏

著

g
』
〉
同

MhpZ開
ω何
回
開
何
回
町
宮
〉
周
回
凶
何
ベ
｜
｜

。同ω同，
H
Zの、『
F
J「
C
Z
H
ρ
C刷
3

合
評
会

評
者
田
口
冬
樹
所
員
、
伊
藤
順
一
氏
〈
農
業
総
合
研
究
所
）
他

的
七
月
九
日
ハ
土
）
一
四
時

t
神
田
社
研

テ
ー
マ
「
開
発
と
人
権
｜
｜
日
本
の
東
チ
モ
1
ル
政
策
を
め
ぐ
っ



報

て
l
｜
」

古
沢
希
代
子
氏
〈
東
京
東
チ
モ
ー
ル
協
会
）

曽
我
英
雄
氏
〈
三
重
大
学
〉
、
狐
崎
知
己
所
員

同
七
月
一
九
日
ハ
火
）
一
四
時
四

O
分

t
生
田
第
六
会
議
室

テ
！
？
「
小
さ
な
世
界
企
業
l
｜
一
一
↓
世
紀
型
企
業
」

報
告
者
溝
田
誠
養
所
員

テ
！
？
「
小
さ
な
世
界
企
業
の
統
計
処
理
」

報
告
者
宮
崎
信
二
氏
（
名
古
屋
大
学
短
期
大
学
部
）

。
経
営
研
究
所
と
共
催

制

一

O
月
一
五
日
ハ
土
）
一
四
時
J

神
田
社
研

テ
！
？
「
政
党
政
治
に
お
け
る
サ
γ
チ
ャ
l
主
義
の
意
味
」

報
告
者
高
橋
直
樹
氏
〈
東
京
大
学
〉

帥

一

O
月
二
九
日
（
土
〉
一
四
時

t
神
田
社
研

テ
1
7

「
保
守
党
政
権
下
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
」

報
告
者
志
水
宏
吉
氏
（
大
阪
教
育
大
学
〉

討
論
者
鐘
ケ
江
晴
彦
所
員

ω
一
一
月
一
日
〈
火
〉
一
五
時

t
生
田
一

O
ニ
教
室

テ
！
？
「
気
候
変
化
と
人
聞
の
歴
史
」

報
告
者
坂
口
盛
氏
〈
文
学
部
〉

討
論
者
土
生
田
純
之
所
員

帥
一
一
月
一
九
日
（
土
〉
一
一
時

t
神
田
社
研

テ
！
？
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
」

報
告
者
大
庭
健
所
員

報
告
者

討
論
者

所

討
論
者
川
本
隆
史
氏
〈
跡
見
学
園
大
学
）

帥
一
二
月
二
日
（
金
〉
一
八
時
J

神
田
社
研

テ
！
？
「
中
国
の
地
域
間
格
差
」

報
告
者
朱
炎
氏
ハ
富
士
総
合
研
究
所
〉

。
国
際
経
済
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催

帥
一
一
一
月
六
日
ハ
火
〉
一
四
時
四

O
分
J

生
田
八
四
一
会
議
室

テ
ー
マ
「
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
雑
感
」

報
告
者
石
塚
良
次
所
員

テ
！
？
「
ベ
ル
リ
ン
報
告
」

報
告
者
村
上
俊
介
所
員

ω
特
別
研
究
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
補
償
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
」

〈
二
月
五
日
）

場

所

神

田

三

O
一
教
室

〈
パ
ネ
ラ
1
〉

－
戦
後
補
償
裁
判
か
ら
の
問
題
提
起

今
村
嗣
夫
氏
〈
弁
護
士
）

寵
田
総
一
朗
氏
（
弁
護
士
）

理
論
的
問
題
を
め
ぐ
っ
て

阿
部
浩
己
氏
〈
神
奈
川
大
学
国
際
法
）

佐
藤
健
生
氏
〈
拓
殖
大
学
ド
イ
ツ
現
代
史
〉

田
中
宏
氏
（
一
橋
大
学
日
本
ア
ジ
ア
関
係
史
〉

）
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"' ・叶

〈
司
会
〉
新
見
隆
氏
（
弁
護
士
〉
・
古
川
純
所
員

。
国
家
の
戦
争
責
任
と
補
償
研
究
グ
ル
ー
プ
、
人
文
科
学
研
究
所
と

共
催

ω
春
期
合
宿
・
集
中
研
究
会
ハ
三
月
一
日
J
二
日
）

場
所
箱
絞
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

テ
！
？
「
現
代
政
治
経
済
学
の
基
本
問
題
」

報
告
者
平
田
清
明
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
〉

ω
夏
期
合
宿
・
集
中
研
究
会
（
七
月
二
九
日

1
2一O
日〉

場
所
愛
知
県
名
古
屋
市
御
率
毛
織
株
式
会
社

テ
ー
マ
毛
織
物
工
業
の
現
況
｜
｜
日
笑
比
較
｜
｜

報
告
者
熊
岡
洋
一
氏
ハ
千
葉
商
科
大
学
）

平
山
重
康
氏
ハ
御
幸
毛
織
）

ω
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
九
四
年
度
は
左
記
の
三
件
（

ω
I帥
）
を
継
続
し
て
助
成
し
た

ほ
か
、
助
成
A
四
件
〈
川

w
t例
）
を
新
た
に
助
成
し
た
。
助
成
額
は
五

O
万
円
と
し
た
。
な
お
、
研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
一
人
以
上
の
所
長
が
、
当
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
共
通
テ

！
？
に
関
連
す
る
個
別
テ
！
？
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認

し
た
公
表
誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
「九

0
年
代
日
本
の
産
業
構
造
」
（
九
二
年
度
発
足
、
以
下
問

じ〉（
水
川
〈
責
〉
・
泉
（
武
〉
・
大
西
・
加
藤
ハ
佑
）
・
ニ
瓶
・
野
口
・
溝

田
・
矢
吹
〈
満

γ
柴
田
（
弘
）
・
青
木
（
弘
〉
・
平
川
・
三
輪
（
研
究

参
与
）
の
一
一
一
名
〉

ω
「
国
家
の
戦
争
責
任
と
補
償
｜
｜
と
く
に
戦
後
補
償
に
つ
い

て

l
l」

〈
大
谷
〈
責
〉
・
隅
野
・
古
川
・
森
川
・
内
藤
・
矢
吹
（
芳
〉
・
石
村

・
小
沼
・
樋
ロ
・
白
藤
の
一

O
所
員
〉

ω
「
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
す
る
現
代
国
際
経
済
」
〈
九
三
年
度
発

足）（
小
島
〈
責
〉
・
浅
見
・
大
倉
・
大
橋
・
加
藤
〈
浩
〉
・
狐
崎
・
鈴
木

・
室
井
の
八
所
員
）

ω
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
企
業
の
経
営
行
動
」
（
九
四
年
度
発

足
、
以
下
同
じ
〉

（
柳
〈
黄
〉
・
大
西
・
奥
村
・
黒
川
・
伊
藤
・
赤
羽
の
六
所
員
〉

同
「
国
民
経
済
計
算
｜
｜
応
用
一
般
均
衡
分
析
を
一
つ
の
柱
と
し

て
ー
ー
ー
」

ハ
作
間
〈
貴
〉
・
回
路
ハ
研
究
参
与
〉
・
黒
川
・
佐
藤
（
博
）
・
望
月

（宏

γ
大
林
の
六
名
〉

伸
一

「
地
域
社
会
の
比
較
研
究
」

北
川
〈
責
〉
・
河
遺
・
児
島
・
柴
田
〈
弘
）
・
嶋
根
・
庚
田
・
福
島

〈
義
〉
・
皆
川
の
八
所
員
〉

開
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
国
家
の
研
究
」

（
石
川
〈
責
〉
・
深
海
・
柴
田
〈
敏

γ
小
沼
・
栄
海
・
森
川
・
宮
坂

（
直
〉
・
杉
本
・
中
村
・
狐
崎
・
西
川
の
一
一
所
員
〉
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〔，4)

個
人
研
究
助
成

一
九
九
四
年
度
は
左
記
の
五
件
を
助
成
し
、
助
成
額
は
一
件
一
五
万

円
と
し
た
。
な
お
、
個
人
研
究
助
成
に
は
原
則
と
し
て
交
付
年
度
よ
り

起
算
し
て
三
年
以
内
に
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表
誌

に
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
池
本
正
純
所
員
「
日
本
の
素
材
産
業
に
お
け
る
価
格
形
成
の
特

質
に
つ
い
て
」

ω
宇
都
築
子
所
員
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
職
員
の
職
務
内
容

に
関
す
る
タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ
」

ω
嶋
根
克
己
所
員
「
老
年
期
の
自
我
意
識
に
つ
い
て
の
実
証
的
調

査
研
究
」

ω
庚
回
康
生
所
員
「
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
＝
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
都

市
の
社
会
的
条
件
に
関
す
る
研
究
」

制
福
島
義
和
所
員
「
サ
ッ
チ
ャ

1
政
権
と
都
市
開
発
1
｜
ド

ッ
ク

ラ
ン
ズ
地
域
を
事
例
と
じ
て

1
l」

3 

『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』

の
刊
行

報

一
九
九
四
年
に
三
六
七
号
か
ら
三
七
七
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。

三
六
七
号
（
一
九
九
四
年
一
月
〉

森
宏
所
員
「
、
同
，
E
何
回
開
何
回
り
玄
〉
周
回
向
刷
、
『
『
Z
』
〉
司
〉
Z

（冨開閉耐の
k
p
o
。
。
何
回
、
〉
《
UKFmZ切
開
Z
』〉同
M
O
Z
Y

所

官
官
門
司
岡
市
忠
良

aaω
開
窓
口
4
〉河同
0
・

回目
4

吋何回
N
Z〉
H
，同
O
Z〉
H
t
・－冨
0
0刷用
N
Z－M訴
の
回
。

z

u何回、
ω切
の
吋
O
問
。
〉
同
N
Z何
回
O
〈
ロ
ム
〉
日

同Mm。
U
Cの吋同（
V
H
4

・同
Z
U
C
ω
吋
何
回
〉
・
宮
何
回
耐
の
〉
巴
O
U

。。
Z円
U

開旬。－
0
2
・
の
出
回
戸
別
・
M
m
r

口一．同∞

z。
〈
同
開
富
田
悶
戸

zmvω
」

三
六
八
号
ハ
一
九
九
四
年
二
月
）

池
田
博
行
研
究
参
与
「
世
界
的
な
資
本
主
義
発
展
の
寵
児

－

1ωnrs丘
四
同
家
の
歴
史

2
」

三
六
九
号
（
一
九
九
四
年
三
月
〉

作
間
逸
雄
所
員
「
英
国
雑
感
」

三
七

O
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）

鈴
木
直
次
所
員
「
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業
の
復
活

ω」

三
七
一
号
（
一
九
九
四
年
五
月
〉

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
補
償
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

三
七
二
号
（
一
九
九
四
年
六
月
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
補
償
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

三
七
三
号
（
一
九
九
四
年
七
月
〉

森
宏
所
員
他
「
米
国
お
よ
び
オ
セ
ア
ニ
ア
在
留
邦
人
家
庭
の
肉
類

消
費
実
態
」

三
七
四
号
（
一
九
九
四
年
八
月
）

池
図
博
行
研
究
参
与
「
沈
滞
か
ら
復
興
へ

史

そ

の

3
」

1 
Lー

2 
'-

シ
ュレ
1
デ
ル
ス
の
歴
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三
七
五
号
（
一
九
九
四
年
九
月
V

二
瓶
敏
所
負
「
ソ
連
社
会
主
義
の
崩
療
を
め
ぐ
っ
て
」

三
七
六
号
〈
一
九
九
四
年
一

O
月）

矢
吹
芳
洋
所
員
「
『
校
則
』
見
直
し
と
生
徒
の
参
加
権
｜
｜
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
批
准
に
関
連
し
て

1
l」

三
七
七
号
（
一
九
九
四
年
一
一
月
〉

池
田
博
行
研
究
参
与
「
シ
ュ
レ
l
デ
ル
家
の
歴
史

そ
の
4
」

4 

そ
の
他
の
活
動

ω「
所
員
の
再
登
録
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施

一
一
月
に
「
所
員
の
再
登
録
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
全
所

員
（
海
外
留
学
中
の
所
員
を
除
く
〉
を
対
象
に
実
施
し
、
一
二
月
末
ま

で
に
一
三
七
名
の
所
負
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
回
収
率
九

二
%
〉
。
そ
の
う
ち
六
名
の
所
員
は
、
九
五
年
四
月
以
降
も
社
研
の
所

員
を
継
続
す
る
こ
と
を
、
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
。

(2) 

電
動
書
架
の
設
置

夏
期
休
暇
中
に
研
究
所
の
資
料
室
に
電
動
番
架
を
設
置
し
、
こ
れ
ま

で
手
狭
と
な
っ
て
い
た
資
料
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。
文
献
資
料

担
当
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
本
事
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
さ
れ
た
。
ま
た

本
事
業
に
関
し
て
は
、
大
学
か
ら
多
大
の
資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
と
も
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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(3) 

文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

文
献
、
資
料
の
収
集

定
期
購
読
誌
以
外
に
、
所
員
の
購
入
希
望
に
も
と
づ
い
て
主
と
し

て
以
下
の
文
献
（
主
要
な
も
の
の
み
〉
を
購
入
し
た
。

①
委
主
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＆
－
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〉
仏
曲
目

ω
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Q
E
S－
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2ぉ・

吋
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一回
－M
ロ
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ω
E
S＼
S
Z・
ml吋

②
経
済
学
文
献
季
報
一
九
九
四

l
一
一
五

O
／
一
五
一

ω
文
献
、
資
料
の
盤
理

収
集
し
た
文
献
の
登
録
（
グ
ル
ー
プ
研
究
、
個
人
研
究
な
ど
で
購

入
し
た
文
献
を
含
む
〉
、
蔵
書
の
チ
ェ
ッ
ク
（
現
物
と
カ
l
ド
の
照

合
〉
を
行
な
っ
た
。

ω
文
献
資
料
室
の
整
理

夏
期
休
暇
中
の
電
動
書
架
の
設
置
に
と
も
な
い
、
蔵
書
や
什
器
の

大
幅
な
移
動
を
行
な
っ
た
。
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（
 仏）

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

(1) 

ソ
フ
ト
・
ハ
l
ド
の
補
強

玄
〉
の
H
Z、H，
oω
国
間
関
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
充
実
さ
せ
、
あ
わ
せ
て

環
境
も
強
化
し
た
。
以
下
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
。

①
切
の
巧

o
m
o
o－0
・

②

ω
C
2
w河
口
。

C
切
戸
開
河



③
〉
の
吋
〉
吋

④
光
の
辞
典

ω
環
境
向
上
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

日
時
一
一
月
二
九
日
（
火
〉
一
二
時
二

O
分

t

場

所

生

田

社

研

テ
l
τ

「

p
h
s
Z
H
a
v
入
門
」

報所

273 




